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ダイヤモンド半導体を社会実装する

-大熊ダイヤモンドデバイス株式会社 -
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ダイヤモンド半導体とは
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究極の半導体であるダイヤモンド半導体は、時代の半歩先の技術となった
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ダイヤモンドの物性特性 ダイヤモンド半導体が解決できる社会課題

廃炉/原発

宇宙環境

通信衛星
次世代高速通信

放射線
耐性

高温
耐性

高周波
高出力

低消費
電力
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メタンガスから製造可能なため、地政学フリーな素材でもある
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ダイヤモンド半導体とは

• 既存半導体のGaN（窒化ガリウム）は、原料産出のほぼ全てを中国とロシアが占める

• 人工ダイヤモンドの原料はメタンガスであるため、世界中どこでも製造が可能

国別ガリウム生産量と中国による輸出規制
CO2を原料とするメタンガスからダイヤモンドは
合成されるので、エコトレンドな素材でもある

92%

4%
1% 3%

中国 ロシア 日本 他

出典：JOGMEC, 鉱物資源マテリアル
フロー2018

出典：NHK

https://mric.jogmec.go.jp/wp-content/uploads/2019/03/material_flow2018_Ga.pdf
https://mric.jogmec.go.jp/wp-content/uploads/2019/03/material_flow2018_Ga.pdf
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福島第一原発の廃炉実現には、ダイヤモンド半導体技術が重要なキーとなる
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福島第一原発の廃炉実現に向けた課題

主課題：原子炉内に残る燃料デブリの取出し

• デブリの再臨界を常時観測する必要がある；

1. 既存半導体デバイスでは、鉛等で遮蔽しない限り
放射線による動作不良を起こす可能性がある

2. ロボットアームの先端にデバイスを取り付けるが
遮蔽物の荷重に耐えきれない

燃料デブリ

ロボットアーム

解決策と波及効果

＜解決策としてのダイヤ半導体＞

• ダイヤ半導体は、300℃以上＆数MGy/h
の積算線量条件下においても動作が可能

＜波及効果＞

1. 福島第一原発の廃炉実現

2. 休止中の他原発の再稼働促進
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次世代パワー/高周波半導体の進化によって解決するペインが存在する
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基地局のペイン：年々過酷になる通信仕様EVのペイン：高速充電の負荷に耐えられない

ガソリン

EV

4分

20分
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世界初となるダイヤモンド半導体工場を24年度から建設開始＠福島県大熊町
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当社ダイヤモンド半導体工場イメージ：福島第一原発がある福島県大熊町にて建設予定
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垂直統合ノウハウにより、全工程の可視化による量産性と製品品質の担保が可能
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• 福島第一原発の廃炉が世界初の実需となり、2013年から製品開発研究を実施

• 世界で唯一、垂直統合によるダイヤモンド半導体の製造ノウハウを獲得
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世界初となるプロトタイプを製造しており、工場稼働に必要な要素技術を既に確立
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• ダイヤモンド半導体による増幅回路を試作済（原発・宇宙市場向け）

• 実環境に導入可能な製品を、24年度中に製造予定

ダイヤモンド半導体による増幅回路
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官民双方からの高い評価により、創業2年弱で合計19.1億円を調達

民間からの調達実績事業目的に沿う形で、複数の国家PJに採択済
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4.7億円期間合計14.4億円

Seed 1.4億円 借入3.3億円

Mission ダイヤモンド半導体により、デジタルインフラを革新する
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ミッション：ダイヤモンド半導体の社会実装により国難に立ち向かう
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2010年～2020年
廃炉PJを通じ集結した国プロによる技術蓄積

2021年
回路実装ベースでの動作確認

ダイヤモンド
素子

拡大写
真

1982年：日本が世界初
の気相合成法を成功

1990年～2010年
試行錯誤の時代

• 廃炉という日本独自の国難が、ダイヤモンド半導体の世界初実需を産んだ

• 国難の解決という正義の下に国立研究所の知見が集結、プロトタイプを作成

• 量産、納品という民間が果たすべき役割を担うためベンチャーを設立

起業背景
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経営と研究開発の両輪が伴ったディープテックベンチャー
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星川尚久

代表取締役

金子純一

取締役

梅沢仁

取締役

国立研究開発法人産業技術総合研究所、
先進パワーエレクトロニクス研究セン
ター主任研究員

化学薬品による処理と低温加熱だけで
ダイヤモンド基盤とシリコン基板を直
接接合できる技術など、ダイヤモンド
半導体の量産に向けたノウハウと特許
を多数持つ

ダイヤモンド半導体に関する論文引用
総数：6,609件

北海道大学総長補佐兼工学研究院准教授

JAEA 廃炉国際共同研究センターグループ
リーダー

今までに開発した単結晶シンチレータは
企業への技術移転も完了し市販化

福島第一原子力発電所廃炉事業では国家プ
ロジェクトの旗振り役としてα線ダストモ
ニタ等への関連技術の適用を進めている

連続起業家＆北海道大学学術研究員

北大発学生ベンチャーとして23歳で起
業。北海道銀行創設以来初の学生融資
枠となる。
2022年現在では正社員22名、売上総計
2億6,000万円の企業経営実績

2016年に金子研究室と出会い、事業内
容に共感し参画。以来、7年に渡り研究
計画のマネージメントと事業化を担当
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総括：大熊ダイヤモンドデバイス社とは
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東日本大震災という国難を通じて集積した技術を軸に、

ダイヤモンド半導体の社会実装を実現し、

日本発の次世代半導体産業を創造しリードする
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